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子
ど
も
は
親
を
ふ
り
か
え
る
！

西
区
子
ど
も
会
連
台
会

会
長
　
　
山
田
　
書
男

学
校
の

「
ゆ
と

り
教
育
」
を
見
直

す
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
が
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
。
学
校
で

の
授
業
時
間
が
短

く
、
学
力
が
低
下
し
て
い
る
の
で
す
。

今
の
子
と
も
達
は
幼
い
時
か
ら
、
異
年

令
の
集
団
で
群
れ
て
遊
Ｓ
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。
夢
中
に
な
っ
て
通
べ
ば
、
夕
食
後

す
ぐ
に
眠
く
な
る
く
ら
い
疲
れ
る
も
の
な

の
で
す
。
遊
び
は
大
人
に
な
る
過
程
の
中

で
多
く
の
学
び
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
学

力
の
上
台
と
な
る
の
は
、
地
域
で
の
遊
び

体
験
で
人
づ
く
り
の
基
本
で
す
。

た
し
か
に
現
在
は
そ
の
よ
う
な
恵
ま
れ

た
環
境
が
周
囲
に
あ
り
ま
せ
ん
。
交
通
事

故
や
子
ど
も
を
め
ぐ
る
嫌
な
事
件
が
多
く

発
生
し
、
外
で
の
遊
び
に
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
こ
そ
、
子
ど

も
会
活
動
な
ど
の
地
域
と
家
庭
の
教
育
カ

が
判
護
願
傾
ず
３
」
と
い
わ
れ
ま
す
。
子

ど
も
が
で
き
た
か
ら
親
に
な
る
の
で
は
な

く
、
親
は
子
ど
も
と
共
に
学
び
親
に
な
る

の
で
す
。
子
ど
も
の
成
長
が
親
の
可
能
性

乾
翻
討
充
詢
概
朋
灯
挙
区
砲
敷

・人
生
激
碇

楽
し
み
を
増
し
、
子
ど
も
と
親
が
少
し
す

つ
自
立
を
し
ま
す
。
子
ど
も
が
小
さ
な
頃

は
親
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
少
し

す
つ
ト
コ
ト
コ
歩
き
出
し
、
立
ち
止
ま
っ

て
は
親
を
ふ
り
か
え
り
ま
す
。
そ
し
て
再

び
歩
き
は
じ
め
ま
す
。
転
び
も
し
ま
す
が
、

一
人
で
立
て
る
よ
う
に
も
な
り
ま
す
。
で

も
、
必
す
親
を
ふ
り
か
え
り
ま
す
。
そ
し

て
少
し
す
つ
遠
く
へ
行
動
範
囲
を
拡
げ
て

ゆ
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
我
々
も
子
ど
も
を
育
て
る

こ
と
は
、
自
分
探
し
の
人
生
で
も
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
会
の
仲
間
同
士
、
悩
み
苦
し

み
な
が
ら
、
今
後
と
も
新
し
い
感
動
の
あ

る
育
児

（育
白
）
を
共
に
目
指
し
ま
し
ょ

う
。今
後
と
も
子
ど
も
会
活
動
に
ご
理
解

・

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

第
四
十
一回
指
定
都
市
子
ど
も
会
育
成

研
究
協
議
会
会
長
表
彰
を
う
け
て

西
区
ジ

ュ
エ
ア

・
シ
エ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ

高
校

一
年
　

林

　

一
裕

秋
は
お
祭
り
、
冬
は
ク
リ
ス
マ
ス
会
な

ど
色
々
な
行
事
を
手
伝
っ
て
い
ま
す
。

度範
∝勉．飾切肺約“鋲
馳軋雌沌カ

を
や
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
も
皆
さ
ん
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
自
分
た
ち
が
成
長
で
き
る
よ

う
に
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
高
生
の
人
は
是
非
シ
エ
ア
リ
ー
ダ
ー

に
入
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
新

し
い
自
分
が
見
つ
か
る
は
す
で
す
よ
。

今
回
、
指
定
都

市
子
ど
も
会

の
会

長
表
彰
と
い
う
賞

を
西
区
シ
エ
ア
リ

ー
ダ

ー
が

頂
け
た

こ
と
は
、
大
変
嬉

し
く
思
い
ま
す
。

こ
の
賞
は
今
の
現

役
の
シ
エ
ア
リ
ー

ダ
ー
だ
け
が
頂
い
た
訳
で
は
な
く
、
今
ま

で
に
携
わ
っ
た
Ｏ
Ｂ
、
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
、

子
と
も
達
、
家
族
な
ど
、
色
々
な
人
の
お

か
げ
で
受
賞
し
た
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。西
区
シ
エ
ア
リ
ー
ダ
ー
は
、
中
学
生
か

ら
高
校
生
ま
で
が
楽
し
く
西
区
の
子
ど
も

会
を
お
手
伝
い
し
て
い
る
団
体
で
す
。
香

に
は
新
入
生
歓
迎
会
、
夏
は

一
泊
研
修
、
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今年の子とセ文化練は、清技の画がH事区、作品の画が7学区て行なわれました。特に溜技の理が、

ま年に性へてたくされ増えたのは、とてセ自分つた48い ます。文、内容についてセ、各隼Eと をすほ

らしい摘技て、日宮員のおセ最後まで費を趣つておられました。

作品のコにおいてセ、各事区とセに自く害えて、今年は特にリサイクれについての作品が多く、とて

も自分つたと思います。

A当 にこれなすばうしい文化察ができるのセ、各寧区の書成書の方の憩fbな指寧だと思います。来年

も、今年は上に多くの尊区に争如していただいて、すばらしい文化蘇にして頂きたいと思いますP…ムー
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荷威書―油研修 (H16.6.12～ 6.13)
三滝少年自然の家で、育成者

一滝研体を行いました。毎年多くの人の参加を

頂き、スタツフ
ー田大査感謝しています。

課甘秘醸務卿 埋祝盟ヂ輩進竜と潮諦勝

醤累ど転奮要[花P宣匿品経2:キ:官督岳F岳革あ毬暑名轟裏あ儀呂ふゑ換名亭

守
鵠

ゃ

が,来 年度も営さんの参加をお持ちしています。

研修部長 竹 吉 卓 夫

t☆ 額集後配 ☆ Ⅲ

高須学区会長を務めて2年。広報部を担当して2年。学区・区子連の管様に支えられて何とか2年の節目を
迎えた。地域に保わることなど想像もつかなかった2年前を思えば,と んでもないくらいに付き合いの領が
広がった。感謝です。恒れぬ務めで周囲の方に多くの速惑をかけたが、得るものは多かつた。今後も子ども
会でなつた人の採がりを大切にして、地域の生活をエンジヨイしたい。

広報田部長  中 山 司

二千品セ

ぇ、tlカエ1レ】子ども達を取り善く環境が、益々厳しく
なつてきた近年。地域とのつながりの

大切さを痛醒するばかりです。

3斐 挙区

活動の中で、東正面から六人を見つめる

子とも達の目に責任ある六人になれる犠

頑張りたいと窮う一年でした。

今年初めて活動に参加させていただいて、

育成者というより子とも違と
―館に楽し

んだ一年間だつたような気がします。

銃が鶴学区

子とも念の喬世密は大変ですが、子どもに

学年を超えた地援の度産が出来ることが

館力です。

子ども経のほ々なせ界をちよつぴり

共有させてもらつて、韓をと爾勘に

あるれた大至楽しい
一年でした。

井口学区

高学年の子ども違よ 夜磨の手伝いや

置学年の面目をみてくれ、よい体験が

できる鶴だとほつた。

草津学区

紙面作りで逆に,ゆ ―を毎年頂いて

早十年。密が子も成人し 「8い 出は

宝じゃね」と話します。一つでも多く

弱せていきたいな。   井 口明印学区

子ども会の活動を通じて、地域や保護者

の方と知り台えました。みんなで子ども達

を見守つていければと8い ます。

古日学区

三擦学区
観首挙区

年。六人も子どもも
)れて感謝しています。

  日 で支え台つた一
一年間曽さんに動け=                    ぅ

学区ですが大変な分
:して予どもの成長を

  役 の掛け持ちとい
地域との交流を大切に

                    し ぉです。
「°
           だ け達成感もひと

見守っていさたいでモ

がゆ
謝が子以外の子とも連と触れ台うことは一年は 行事がたくさんありましたA

とても楽しく、学ぶこともたくさん活動に関わり、子ども達の楽しい衰犠が

ありました。とてもよかつたです。

井□合学区

一年を通して、主日にフット・ツフト擦習な

して、惑技大会に多加したり練書紙台もでき

ました。保護者の聞力で楽しく出来ました。

首回台学区

己輩上学区

たくさんの行事を通して、たくさんの方々

に出会い、その関わりの中で子とも達が

湾つ大切さを感じました。

高須学ほ

住

韓


